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Ⅰ 趣旨 

  「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定により、教育委員会は毎年、そ

の権限に属する事務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行い、その結果に

関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならないこと

とされている。 

  この報告書は、同法の規定に基づき、月形町教育委員会が行った点検及び評価をまと

めたものである。 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育

長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務

局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。 

 

Ⅱ 月形町教育委員会の活動状況 

１ 月形町教育委員名簿 

  ■令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

役  職 委 員 名 任  期 備  考 

教育長 古 谷 秀 樹 
令和 3年 11 月 9 日～ 

 令和 6年 11 月 8 日 

 

教育長職務代理者 岸 上 希 央 
令和 4年 10 月 1 日～ 

 令和 8年 9月 30 日 

令和元年 11 月 13 日か

ら教育長職務代理者 

委 員 目 黒 隆 紀 
令和 5年 11 月 13 日～ 

 令和 9年 11 月 12 日 
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２ 教育委員会会議等の開催状況 

（１）教育委員会会議 

回 期  日 議案件数 報告件数 

第４回 令和 ５年 ７月 ７日 - ９ 

第５回 令和 ５年 ８月１８日 ４ ５ 

第６回 令和 ５年１１月１７日 ４ ３ 

第１回 令和 ６年 ２月２２日 ５ ３ 

第２回 令和 ６年 ３月２１日 ２ ２ 

計 - １５ ２２ 

    ※ 教育委員会の議件を巻末に別添資料として掲載 

（２）学校訪問 

  期 日  令和５年１２月１５日（金） 

  訪 問 校  午前 月形小学校、月形中学校 

３ 条例・規則等の制定等 

 ・ 月形町学校給食センター管理規則の一部を改正する規則の制定について（令和５

年４月１日） 

 ・ 月形町人づくり振興協議会設置要綱の一部を改正する告示の制定について（令和

５年４月１日施行） 

 ・ 月形町義務教育学校開校準備委員会設置要綱の一部を改正する告示の制定につい

て（令和５年８月３日施行） 

 ・ 月形町適応指導教室設置要綱の制定について（令和５年８月１５日施行） 

 ・ 月形町人づくり振興協議会設置要綱の一部を改正する告示の制定について（令和

５年８月１５日施行） 

 ・ 月形町立学校におけるタブレット端末使用規程の一部を改正する告示の制定につ

いて（令和５年１０月１３日施行） 

 ・ 月形町立学校職員服務規程の一部を改正する訓令の制定について（令和６年１月

１日施行） 

 ４ 計画及び方針 

  ・ 令和６年度月形町教育行政執行方針（令和５年２月制定） 
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件　　　　　　　　　　　　　名 出　　席　　者

令和5年 4月 3日 町職員辞令交付式 教育長

3日 令和5年度第1回庁議 教育長

3日 教職員辞令交付式 教育長・職務代理者・委員

5日 第7回町政施行70周年記念事業推進委員会 教育長

6日 月形小学校入学式 教育長・職務代理者・委員

6日 月形中学校入学式 教育長・職務代理者・委員

7日 南幌町教育長来庁 教育長

10日 月形高等学校入学式 教育長・職務代理者・委員

11日
令和5年度第1回空知管内市町教育委員会教育
長会議

教育長

11日
第1回第5採択地区教科用図書採択教育委員会
協議会

教育長

13日 さけ稚魚放流会 教育長

13日 令和5年度月形町教育振興会総会 教育長

14日 令和5年度第1回行政区代表者会議 教育長

17日
令和5年度第1回地球温暖化対策実行計画策定
委員会

教育長

19日 町職員採用面接 教育長

19日 令和5年度第1回定例校長・教頭会合同会議 教育長

20日 令和5年度第1回地域間交流事業推進委員会 教育長

22日 本田明二ギャラリーオープニングセレモニー 教育長・職務代理者・委員

５　教育委員会委員の活動状況

（令和5年４月１日から令和6年3月31日まで）

年　　月　　日
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24日 町議会議員当選証書付与式 教育長

24日 月形町ＰＴＡ連合会総会 教育長・職務代理者・委員

25日
令和5年度第1回公立高等学校配置計画地域別
検討協議会【Zoom】

教育長

5月 1日 町職員辞令交付式 教育長

9日 第1回町議会臨時会 教育長

10日
月形町制施行70周年記念事業ロゴマーク採用
副賞贈呈

教育長

11日 町議会全員協議会 教育長

12日 月形町ふれあい大学入学式・始業式 教育長

15日 町職員辞令交付式 教育長

15日
第2回・第3回義務教育学校基本設計業務委託
公募型プロポーザル審査委員会（二次審査）

教育長

16日 地域クリーン作戦 教育長

16日 月形高校タブレット贈呈式 教育長

17日 月形小学校稲作体験学習 教育長

17日 原水禁平和行進 教育長

18日 主要団体との意見交換会【福祉事業所】 教育長

18日 月形中学校3年生修学旅行報告会 教育長

19日 主要団体との意見交換会【農業・商工業団体】 教育長

26日 月形中学校体育大会 教育長

29日
令和5年度第1回月形町総合振興計画等策定委
員会

教育長

30日 第2回庁議 教育長
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31日 月形刑務所視察委員会 教育長

6月 1日 空知教育局教育委員会訪問 教育長

1日 月形高校総合的な探求の時間 教育長

2日 海外派遣研修派遣者町長報告 教育長

3日 月形小学校運動会 教育長・職務代理者・委員

5日 月形町自衛隊協力会総会 教育長

8日 第1回町議会定例会（～9日） 教育長

10日 中体連陸上応援 教育長

12日 空知森林管理署訪問 教育長

14日 温水プール安全祈願祭 教育長

14日 月形高校総合的な探求の時間発表会 教育長

14日 第1回月形町義務教育学校開校準備委員会 教育長

15日 地域貢献感謝状贈呈式 教育長

16日 月形刑務所職員との懇親会 教育長

19日 第8回町制施行70周年記念事業推進委員会 教育長

20日 第2回定例校長・教頭会合同会議 教育長

29日 空知教育センター組合教育委員会第2回会議 教育長

29日 人づくり振興協議会全体会議 教育長

30日 中体連バドミントン応援 教育長

7月 2日 第43回行政区対抗ソフトボール大会 教育長
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3日 第9回町制施行70周年記念事業推進委員会 教育長

3日 中学校訪問（～5日） 教育長

5日 月形町戦没者追悼式 教育長・職務代理者

6日 第2回行政区代表者会議 教育長

7日 第4回教育委員会議 教育長・職務代理者・委員

8日 中体連（柔道）応援 教育長

10日 第１回月形町総合振興計画等庁内推進委員会 教育長

11日 第2回空知管内市町教育委員会教育長会議 教育長

12日 イベント委員会推進団体会議 教育長

14日 少年の主張空知地区大会 教育長

18日 第3回定例校長・教頭会合同会議 教育長

19日 消防職員面接試験 教育長

20日
第2回公立高等学校配置計画地域別検討協議
議会、北海道教育委員会との意見交換

教育長

21日 北海道市町村教育委員会研修会 教育長・職務代理者・委員

22日 全国高校総体総合開会式 教育長

23日 福田元月形小学校長叙勲伝達 教育長

24日 第2回地球温暖化対策実行計画策定委員会 教育長

24日
第2回第5採択地区教科用図書採択教育委員会
協議会・第1回小部会

教育長

25日 月形町教育振興会講演会 教育長・職務代理者・委員

25日
第1回義務教育学校開校準備委員会教育課程
編成部会・施設備品部会

教育長
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26日 校長会・教頭会教育講演会 教育長・職務代理者・委員

27日
第3回第5採択地区教科用図書採択教育委員会
協議会・第2回小部会

教育長

29日 第37回つきがた夏まつり 教育長

31日 第2回町議会臨時会 教育長

31日 月形刑務所視察委員会 教育長

31日 第1回月形町創生総合戦略推進審議会 教育長

8月 2日 令和5年度空知校長会教育懇談会 教育長

5日 空知地区吹奏楽コンクール 教育長

8日 空知教育局義務教育指導監経営指導訪問 教育長

18日 第5回教育委員会議 教育長・職務代理者・委員

21日 第４回定例校長・教頭合同会議 教育長

24日 今後の高校配置等に係る意見交換 教育長

24日 北教組全道キャラバン 教育長

28日 第3回庁議 教育長

31日 樺戸監獄物故者追悼式 教育長

9月 1日 月形中学校学校祭 教育長・職務代理者・委員

2日 月形刑務所矯正展 教育長

2日 月形小学校土曜参観日 教育長

3日 岩見沢分会消防連合演習 教育長

5日 第3回町議会定例会（～8日） 教育長
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5日 町議会全員協議会 教育長

15日 町職員辞令交付式 教育長

15日 月形小学校稲作体験学習（稲刈り） 教育長

15日 月形町義務教育学校開校準備委員会 教育長

16日 認定こども園花の里こども園運動会 教育長

18日 月形中学校バドミントン新人戦（男子） 教育長

19日 月形高校第2学年道の駅商品開発試食会 教育長

22日 月形刑務所受刑者運動会 教育長

22日 稲村道議会副議長就任パーティー 教育長

23日 雪の聖母園祭 教育長

23日
北海道教育大学岩見沢校100周年を祝う会記念
式典

教育長

24日 月形中学校バドミントン新人戦（女子） 教育長

25日 町制施行70周年記念事業推進委員会 教育長

25日 月形刑務所視察委員会 教育長

28日 義務教育学校早来学園視察 教育長

28日 美唄駐屯地指令を囲む会 教育長

30日 ツキガタアートヴィレッジ1周年記念イベント 教育長

10月 2日 4月採用職員への町長訓示 教育長

2日 第3回行政区代表者会議 教育長

3日 第12回町制施行70周年記念事業推進委員会 教育長
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4日 石狩川頭首工魚類調査 教育長

8日
月形樺戸博物館開館50周年記念事業「樺戸集
治監の歴史」

教育長

9日 町民歩け歩け大会 教育長

10日 空知管内公立小中学校教職員人事推進会議 教育長

10日 空知管内女性教職員活躍推進会議 教育長

13日 第3回町議会臨時会 教育長

13日 月形高校学校説明会 教育長

18日 町職員採用試験2次試験 教育長

19日 第5回定例校長・教頭会合同会議 教育長

20日
北海道町村教育委員会連合会教育長部会研修
会

教育長

21日 月形小学校学芸会 教育長

23日 町職員辞令交付式 教育長

25日 南空知市町教育委員会教育長会議 教育長

26日 空知教育センター組合教育委員会会議 教育長

26日 トラック協会岩見沢支部絵本寄贈 教育長

27日 ふれあい大学学園祭 教育長

27日 町民文化祭作品展示（～２９日） 教育長

27日 海外派遣報告 教育長

28日 町民文化祭芸能発表会 教育長

29日
月形樺戸博物館開館50周年記念事業「アートな
世界・体験」

教育長
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31日 新設町道開通セレモニー 教育長

11月 2日 月形町制施行７０周年記念式典 教育長・職務代理者・委員

5日 子ども会親睦ミニバレーボール大会 教育長

6日
南幌町教育委員会西田教育長ご岳父一條進氏
告別式

教育長

7日 地域貢献教育委員会表彰 教育長

7日 令和6年度当初人事協議 教育長

7日 まちづくり懇談会（札比内地区） 教育長

8日 まちづくり懇談会（南地区） 教育長

9日 まちづくり懇談会（市北･北農場・赤川地区） 教育長

10日 ふれあい大学卒業証書並びに修了証書授与式 教育長

10日 月形中学校公開研究授業 教育長・職務代理者・委員

10日 まちづくり懇談会（市南・南耕地・知来乙地区） 教育長

12日 芸術鑑賞会（一般） 教育長

14日 中学校訪問（～15日） 教育長

14日 月形町農協お米券贈呈式 教育長

16日 教育振興会公開研究会 教育長・職務代理者・委員

17日 目黒教育委員辞令交付式 教育長・委員

17日 第6回教育委員会議 教育長・職務代理者・委員

17日 葬儀（山田家） 教育長

20日 月形刑務所視察委員会 教育長
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21日 主要団体意見交換会（農業・商工業） 教育長

21日
西川美佳月形中学校時間講師母岸　弘子氏通
夜

教育長

22日 主要団体意見交換会（福祉事業所） 教育長

23日 樺戸神社新穀感謝祭 教育長

24日 第４回庁議 教育長

25日 月形町ＰＴＡ連合会研究大会 教育長・職務代理者・委員

26日
第52回石狩川右岸市町村対抗剣道大会兼月形
町町制施行70周年記念大会

教育長

27日 第３回地球温暖化対策実行計画策定委員会 教育長

12月 2日 月形小学校ブラスアンサンブル定期演奏会 教育長

2日 中学校バドミントン新人戦南空知地区予選 教育長

4日 第3回空知管内市町教育委員会教育長会議 教育長

5日 第4回町議会定例会（～6日） 教育長

14日 月形町仲間づくり「子ども会議」 教育長

15日 教育委員学校訪問 教育長・職務代理者・委員

15日 第6回定例校長・教頭合同会議 教育長

16日 美唄駐屯地年末行事 教育長

20日 第4回行政区代表者会議 教育長

21日 令和5年度教育委員会表彰式 教育長・職務代理者・委員

29日 仕事納め式 教育長

令和6年 1月 5日 月形消防出初め式 教育長
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6日 令和6年月形町二十歳を祝う会 教育長・職務代理者・委員

9日 仕事始め式 教育長

12日 新年交礼会 教育長・職務代理者・委員

13日 空知地区管楽器個人・アンサンブルコンテスト 教育長

15日 農協青年部通常総会 教育長

23日 第1回町議会臨時会 教育長

23日 町議会全員協議会 教育長

23日 月形建設業協会新年会 教育長

25日 認定こども園花の里こども園役場訪問 教育長

28日 ヘルシーアカデミーゴルポッカ 教育長

29日 第2回総合振興計画策定委員会 教育長

31日
令和6年第1回空知教育センター組合教育委員
会会議

教育長

2月 1日 一般教員人事異動2次協議【Zoom】 教育長

1日 第3回臨時校長会議 教育長

4日 第44回行政区対抗ミニバレーボール大会 教育長

6日 空知ゆかりの道職員と市長及び町長との交流会 教育長

14日 第7回定例校長・教頭会合同会議 教育長

15日 学校運営協議会導入に向けた研修会【Zoom】 教育長

15日 第1回町議会臨時会 教育長

15日 町議会全員協議会 教育長
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16日 令和6年度当初予算報道発表 教育長

19日 第5回庁議 教育長

19日 第4回地球温暖化対策実行計画策定委員会 教育長

22日 月形高校まとめ発表会 教育長

22日 第1回教育委員会議 教育長・職務代理者・委員

24日 町制施行70周年記念事業講演会 教育長

27日 市町教育委員会訪問 教育長

28日 令和5年度第1回月形町総合教育会議 教育長・職務代理者・委員

3月 1日 月形高等学校卒業証書授与式 教育長・職務代理者・委員

5日 令和6年第1回町議会定例会（～18日） 教育長

7日 第6回庁議 教育長

12日 月形中学校卒業証書授与式 教育長・職務代理者・委員

16日 認定こども園花の里こども園卒園式 教育長

19日 月形小学校卒業証書授与式 教育長・職務代理者・委員

19日 葬儀（内藤家） 教育長

21日 第2回教育委員会議 教育長・職務代理者・委員

22日 高校生海外短期留学報告 教育長

22日 読書ノート表彰式 教育長

25日 高校生海外短期留学報告 教育長

25日
臨時教育局長及び市町村教育委員会教育長会
議【Zoom】

教育長
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25日 月形刑務所長送別会 教育長

26日 空知管内教育実践表彰 教育長

27日 義務教育学校基本設計(案)地域説明会 教育長
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Ⅲ 令和５年度の主な取組、点検及び評価 

  新型コロナウイルス感染症は発生から４年を経過し、令和５年５月から感

染症法上の分類が引き下げられ、学校においては学校行事や諸活動も少しず

つ以前の姿に戻すよう努力をしてまいりました。 

  し か し な が ら 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス を は じ め イ ン フ ル エ ン ザ や 溶 連

菌 感 染 症 な ど の 感 染 が 、 管 内 で の 一 時 的 流 行 や 季 節 的 な 要 因 に よ る

発 生 も あ り 、 学 校 で は 引 き 続 き 登 校 時 の 検 温 や 手 指 消 毒 を 徹 底 し 、

校 内 で の 感 染 拡 大 防 止 に 努 め て ま い り ま し た 。  

  ま た 、 社 会 教 育 活 動 に つ い て も 、 こ れ ま で 中 止 し て き た 事 業 や 活

動 を 完 全 に 再 開 し 、 そ れ ぞ れ の ニ ー ズ に 応 え て き ま し た 。  

  令 和 ５ 年 は 全 国 的 な 猛 暑 に よ り 、 道 内 の 学 校 に お い て も 熱 中 症 に

よ る 事 故 が 多 数 発 生 し ま し た が 、 本 町 に お い て は 熱 中 症 警 戒 ア ラ ー

ト 等 の 情 報 を 参 考 に 屋 外 で の 運 動 制 限 や 体 育 の 授 業 を 別 の 教 科 に 振

り 替 え る な ど の 対 策 を 講 じ 、 ま た 、 令 和 ２ 年 度 に 整 備 を し た エ ア コ

ン の 設 置 に よ り 、 熱 中 症 な ど の 発 生 は あ り ま せ ん で し た 。  

  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス も 完 全 に 終 息 に 至 っ て い な い こ と を 踏 ま え 、

引 き 続 き 、あ ら ゆ る 場 面 を 想 定 し 、必 要 な 措 置 を 講 じ な が ら 安全・安

心な教育活動を進めてまいります。 

  以 下 、 令 和 ５ 年 度 の 教 育 行 政 執 行 方 針 に 沿 い 、 そ の 取 組 と 評 価 を

述 べ ま す 。  

 

 １ 学校教育の充実 

 （１）確かな学力の育成 

    Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 に よ り 整 備 し た １ 人 １ 台 端 末 は 、教 員 の

校 内 研 修 や 教 育 振 興 会 の 研 修 な ど に よ り ス キ ル ア ッ プ が 図 ら れ 、

今 や 子 ど も た ち の「 当 た り 前 の 文 房 具 」と し て 全 学 年 全 教 科 で 有

効 に 活 用 さ れ て い ま す 。  

    ま た 、週 末 に は 端 末 機 を 家 庭 に 持 ち 帰 り 不 測 の 事 態 に 備 え る と

と も に 家 庭 学 習 に も 有 効 に 活 用 さ れ て い ま す 。引 き 続 き 、Ｉ Ｃ Ｔ

を 活 用 し た 教 育 の 充 実 を 図 る と と も に 、機 材 等 の 整 備 を 図 っ て ま

い り ま す 。  

    小 学 校 高 学 年 で の 理 科 専 科 指 導 は ４ 年 目 と な り 、授 業 の 質 を 高

め 理 科 の 学 力 向 上 に 取 り 組 ん で き ま し た 。７ 月 に は 道 立 教 育 研 究

所 付 属 理 科 教 育 セ ン タ ー の サ イ エ ン ス カ ー の 体 験 や 理 科 実 験 の

特 別 授 業 を 受 け 、ま す ま す 理 科 に 対 す る 興 味 を 示 す 子 ど も た ち が
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増 え る と と も に 学 力 も 定 着 し て い ま す 。  

    ま た 、専 科 指 導 に よ っ て 担 任 教 諭 が 空 き 時 間 を 活 用 し て 次 の 授

業 の 準 備 や テ ス ト の 採 点 が で き る な ど 、有 効 に 時 間 の 活 用 が 図 ら

れ 、 教 員 の 働 き 方 改 革 に も 繋 が っ て い ま す 。  

    小 学 校 の チ ー ム・テ ィ ー チ ン グ 指 導 で は 、町 単 費 の 非 常 勤 講 師

３ 名 を 配 置 し 、き め 細 か な 指 導 体 制 の 充 実 に 努 め 、特 に 低 学 年 か

ら の つ ま ず き が 無 い よ う に 努 め ま し た 。  

    令和５年度の全国学力・学習状況調査の結果では、小学校で国語、算数、

中学校では国語、数学、英語が実施され、小・中学校ともに全道・全国平

均を大きく上回りました。 

２ ０ ２ ３ 全 国 学 力 テ ス ト の 平 均 正 答 率      （ ％ ）  

学年 教 科 月形町 空 知 全 道 全 国 全国との差 

小６ 
国 語 77.0  64.8  65.8  67.2 ＋ 9.8 

算 数 75.0  61.2  61.0  62.5 ＋12.5 

中３ 

国 語 86.0  66.8  69.4  69.8  ＋16.2 

数 学 73.0  46.8  49.3  51.0  ＋22.0 

英 語 73.0  42.2  53.9  45.6  ＋27.4 

 

    特別支援教育では、子どもたちの多様な個性を引き出すため、一人一人

の実態に応じた個別指導とインクルーシブ授業を効果的に併用する教育

の充実に努め、通常学級にも馴染めるよう取り組んできました。 

    また、小学校には特別支援教育支援員を配置して担任教諭のサポートに

あたるとともに、教室内が落ち着いた環境で授業が進められるよう配慮し

ました。さらに、就学指導を要する子どもについて、教育委員会、保健福

祉課、こども園、学校等で構成する特別支援チーム会議を機能させ、情報

共有を図り、共通理解を深めるとともにスムーズな接続に努めました。 

英語教育では、小学校ではＡＬＴのほか低学年には非常勤講師による指

導、高学年は中学校英語講師の乗り入れ授業により、担任との役割を明確

にしながら指導体制を強化し て き ま し た 。 中 学 校 で も 同 様 に 、 Ａ Ｌ

Ｔ 、教 科 担 任 、非 常 勤 講 師 の ３ 名 体 制 に よ る 指 導 を 行 う と と も に 、

英 検 Ｉ Ｂ Ａ に 取 り 組 み 、 授 業 で 学 ん だ 英 語 力 を 検 証 し ま し た 。  

    結 果 、実 用 英 語 検 定 、準 ２ 級 ２ 名 、３ 級 ５ 名 、４ 級 ４ 名 が 合 格

し 、 着 実 に 英 語 力 が 定 着 し て き ま し た 。  

    また、「花の里こども園」にＡＬＴを派遣し「世界のじかん」の活動の
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中で外国人とふれ合う機会を提供し、外国文化に接する活動を支援しま

し た 。  

    教職員研修では、校内研修をはじめ教育振興会を中心に専門的な研修会

を開催し、新学習指導要領に対応した指導力の向上に向けた取組を行って

き ま し た 。  

 

 （ ２ ） 豊かな心 と 健 や か な 体 の 育 成  

    心の教育については、全教育活動で行う道徳教育はもとより、社会奉仕

活動や就労体験など様々な活動を通して、協力することや支え合うことの

大切さ、命を尊ぶ心、他人を思いやる心、善悪の判断、郷土を愛する心な

ど、豊かな心が身に付いてきています。 

    小学校での縦割り班の活動、中学校では月１回の「なかよくなろうの会」

「なかよくなろうノート」が生徒の自主的な運営により取り組まれ、学年

を越えて子ども同士の好ましい関係が築かれています。また、いじめの未

然防止や早期発見・早期解決に向け、各学校では、いじめゼロ宣言や生徒

会による自主的な交流活動・集会活動などを実施しています。 

    全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果は、小学校５年生男子では、

全国平均に比べソフトボール投げや長座体前屈などが劣っていますが、他

の項目では平均並みとなっており、合計点では前年より大きく伸びていま

す。女子では、握力、ソフトボール投げ、立ち幅跳びで全国平均を上回っ

ているものの、上体起こしやシャトルランなど、他の項目では極めて低い

数値となっており、前年度を大きく下回っています。 

    ま た 、中 学 校 ２ 年 生 男 子 で は 、長 座 体 前 屈 、２ ０ ｍ シ ャ ト ル ラ

ン 、立 ち 幅 跳 び 、反 復 横 と び で 全 道・全 国 平 均 を 下 回 っ た も の の 、

そ れ 以 外 の 項 目 で は 平 均 並 み と な っ て い ま す 。女 子 で は 握 力 と 反

復 横 と び が 平 均 並 み で あ る も の の 、そ れ 以 外 の 項 目 に つ い て は 全

道・全 国 平 均 を 下 回 っ て お り 、前 年 度 を 大 き く 下 回 る 結 果 と な り

ま し た 。い ず れ の 学 年 も 児 童・生 徒 数 が 少 な い た め 、個 人 の 差 が

平 均 値 に 大 き く 反 映 さ れ て い ま す が 、 これらの結果を踏まえ、小学

校では全学年で持久縄跳び、中学校ではダンスを取り入れるなど、保健体

育授業の指導と工夫に努め、基礎体力の向上に取り組みました。 

    中 体 連 に は 陸 上 女 子 １ ０ ０ ｍ に ２ 名 が 出 場 、 剣 道 の 男 女 個 人

戦 、サ ッ カ ー は 北 村 中 と の 合 同 チ ー ム で 出 場 す る こ と が で き ま し

た 。  

    初 め て の 出 場 と な っ た 柔 道 で は ５ 名 が 団 体 戦 、 個 人 戦 に 出 場
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し 、同 じ く バ ド ミ ン ト ン で は 男 女 個 人 戦 に ６ 名 が 出 場 し 健 闘 し ま

し た 。ま た 、剣 道 女 子 と 水 泳 で そ れ ぞ れ １ 名 が 全 道 中 学 大 会 に 出

場 し ま し た 。  

    部 活 動 の 地 域 移 行 に 伴 い 地 元 の「 剣 道 連 盟 」や「 柔 道 連 盟 」な

ど の 協 力 を 得 て 活 動 が 進 め ら れ て い ま す 。ま た 、昨 年 か ら 活 動 を

始 め た バ ド ミ ン ト ン は 、地 域 の 方 々 の 協 力 を い た だ き な が ら 社 会

教 育 事 業 の 一 環 と し て 支 援 し て い ま す 。  

    空 知 地 区 吹 奏 楽 コ ン ク ー ル に は 小・中 学 校 と も 出 場 し 、そ れ ぞ

れ 銀 賞 を 受 賞 し ま し た 。ま た 、中 学 校 吹 奏 楽 部 は 町 民 文 化 祭 で 新

篠 津 中 学 校 音 楽 部 と の 合 同 演 奏 を 行 い 交 流 を 深 め ま し た 。  

    学 校 給 食 は 、子 育 て 世 代 を 支 援 す る こ と を 目 的 に 令 和 ５ 年 度 か

ら 無 償 化 さ れ ま し た が 、 食 材 料 費 や エ ネ ル ギ ー な ど 諸 物 価 の 高

騰 、調 理 員 の 人 手 不 足 、施 設 の 老 朽 化 な ど に よ る 維 持 管 理 費 の 増

加 な ど 様 々 な 課 題 を 抱 え て い ま す 。令 和 ５ 年 度 は 、前 年 度 に 実 施

し た ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 を 踏 ま え 、今 後 の 在 り 方 に つ い て 検 討

を 進 め て き ま し た 。  

 

 （ ３ ） 安全・安心な環境づくり 

    学校においては、年間を通して新型コロナウイルスの感染者が散発的に

発生し、季節的にはインフルエンザや溶連菌感染症などにより児童・生徒

の出席停止措置が取られましたが、学級閉鎖等の措置をとる事案は発生し

ませんでした。 

    学校では引き続き登校時の検温や手指の消毒を行い、感染拡大防止対策

を図ってまいりました。昨年は猛暑により熱中症警戒アラートが度々発令

されましたが、屋外での活動を中止することや体育の授業を振り替えるな

ど、熱中症事故の防止に努めました。 

    警 察 署 や 消 防 署 な ど 関 係 機 関 の 協 力 を い た だ き 、交 通 安 全 教 室  

や 防 犯 教 室 、 心 肺 蘇 生 ・ 救 命 講 習 、 避 難 訓 練 を 実 施 し ま し た 。  

    令 和 ５ 年 度 は 、小・中 学 校 そ れ ぞ れ で 避 難 訓 練 を 実 施 し 、町 の

危 機 管 理 担 当 部 局 の 協 力 を 得 て 、災 害 に 関 す る 講 話 や 町 の 防 災 備

蓄 品 の 展 示 に よ る 防 災 教 育 に 取 り 組 み ま し た 。  

    冬 期 間 に お い て は 、天 気 予 報 や 道 路 情 報 な ど に よ る 早 め の 判 断

に よ り 臨 時 休 校 を 決 定 し 、児 童・生 徒 は も と よ り 通 勤 す る 教 職 員

の 安 全 確 保 に 努 め ま し た 。  

    昨 年 ９ 月 に は ス ク ー ル バ ス に 生 徒 を 一 時 置 き 去 り に す る と い
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う 重 大 な 事 案 が 発 生 し ま し た 。直 ち に 全 車 両 に 置 き 去 り 防 止 装 置

を 設 置 し 、 安 全 対 策 を 図 り ま し た 。  

    ま た 、新 入 学 児 童 の 安 全 な 乗 降 を 指 導 す る た め 、入 学 時 に は 職

員 が 同 乗 し て 乗 車 指 導 に あ た り ま し た 。  

    令 和 ５ 年 度 に 更 新 し た 車 両 に も 抗 菌 施 工 を 行 い 、感 染 症 対 策 を

図 り ま し た 。  

    道 路 交 通 法 の 改 正 に よ り 自 転 車 の ヘ ル メ ッ ト 着 用 が 努 力 義 務

化 さ れ た こ と に 伴 い 、中 学 校 で は ヘ ル メ ッ ト の 着 用 を 条 件 に 自 転

車 通 学 を 許 可 し 、 安 全 な 通 学 に 努 め て い ま す 。  

 

 （４）地 域 と と も に あ る 学 校 づ く り  

    学 校 運 営 協 議 会 は 設 置 ４ 年 目 を 迎 え 、 委 員 の 皆 様 も 活 動 の 内  

容 を 十 分 理 解 さ れ る と と も に 学 校 運 営 や 学 校 評 価 に つ い て 様 々

な 意 見 が 寄 せ ら れ る よ う に な り ま し た 。  

    「 絆 見 守 り 隊 」 に よ る 日 頃 か ら の 見 守 り 活 動 、 「 農 協 青 年 部 」

に よ る 稲 作 体 験 や 食 育 の 教 育 活 動 、「 花 き 生 産 組 合 」に よ る ア レ

ン ジ フ ラ ワ ー 作 り 、「 花 の 里 つ き が た の 水 と 緑 を 愛 す る 会 」に よ

る サ ケ 稚 魚 の 放 流 、「 北 海 道 開 発 局 札 幌 開 発 建 設 部 」の ご 協 力 に

よ る 石 狩 川 頭 首 工 魚 道 で の 魚 類 調 査 な ど 、様 々 な 体 験 活 動 や ス ポ

ー ツ 活 動 な ど を 支 え て い た だ き ま し た 。  

    加 え て 令 和 ５ 年 度 は 小 学 校 の ス キ ー 授 業 に も ボ ラ ン テ ィ ア の

サ ポ ー ト を い た だ き ま し た 。  

    ま た 、地 域 や 企 業 か ら の 奉 仕 活 動 や 物 品 等 の 寄 贈 を い た だ く な

ど 、協 議 会 体 制 が 確 立 さ れ て い ま す 。引き続き「学校だより」や「コ

ミュニティスクール通信」を全戸に配布し、町民皆様の理解が深まるよう

努めてまいりました。 

    小 ・ 中・高 校 が 連 携 し て 実 施 し た「 地 域 ク リ ー ン 作 戦 」は ２ 年

目 の 取 組 と な り ま し た が 、小 中 高 校 生 が 縦 割 り で 班 を 作 り 、上 級

生 が サ ポ ー ト し な が ら ゴ ミ を 拾 う こ と で 、下 級 生 を 思 い や る 心 や

地 域 を 大 切 に す る 心 の 醸 成 が 図 ら れ ま し た 。  

    月形町教育振興会は、こども園から高校まで月形の教育に携わる全ての

教職員が参加し、学校間の連携が強化され、各部会の活動や研修会、講演

会などの活動が活性化されました。また、義務教育学校開校準備委員会、

教育振興会の一貫教育部会において、研修や議論を重ね、義務教育学校導

入に向けた準備を進めてまいりました。 
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    義 務 教 育 学 校 は 、令 和 ５ 年 ２ 月 に 策 定 し た「 義 務 教 育 学 校 基 本

構 想 」を も と に 基 本 設 計 業 務 を 委 託 し 、同 時 並 行 し て「 義 務 教 育

学 校 開 校 準 備 委 員 会 」を 設 置 し て 細 部 に わ た る 協 議 が 進 め ら れ る

と と も に 、先 進 事 例 で あ る 安 平 町 早 来 学 園 を 視 察 し て 見 識 を 深 め

る な ど 、 建 設 に 向 け て 順 調 に 準 備 が 進 め ら れ て い ま す 。  

 

 （５）高等学校生への支援 

    少子化が進む中で月形高校は１学年の在籍者数が２０名を下回る状況

が続いていますが、これまでの学校の取組や本町の支援と実績が評価さ

れ、引き続き再編が留保されています。加えて令和３年度から地域連携校

が導入され、遠隔による授業の受信が可能となり、大学進学を目指す生徒

の受験に対応できることや専門教員のいない教科の授業を受けられる環

境が整いました。 

    令和５年度は「これからの高校づくりに関する指針」が改定され、当初

案では集中取組期間（５か年）において一度１学年の在籍者数を２０名を

上回ることと計画されていた案については、北海道町村会文教委員会の強

い要望により見送られましたが、これまでどおり２年連続して１０名を下

回った場合は再編整備が進められることになります。 

    本町の総合戦略の中では、地元からの進学率５０％を目標に掲げ、

１学年の在籍者数２０名を目指し、中学生との交流授業を行うなど月

形高校への理解を深めてもらう取組を始めていますが、大きな学校で

実力を試したい、部活動を頑張りたい等の生徒の希望により、地元の

生徒の進学率は上がらない状況にあります。 

    そうした状況を踏まえ令和５年度から「地域みらい留学」制度を活

用して全国募集を始め、オンラインによる相談会や首都圏での個別相

談会に参加して募集活動を行いました。 

    また、さらなる魅力化を図るため、進学奨励制度に工業系の専門学

校へ進学する生徒の支援を加え、卒業後、町内の企業等へ就職する生

徒への支援を行うこととしました。 

    令和５年度の入学生は７名となり、開校以来初めて１桁という危機的

状況となりました。内訳は月形中学校から３名、岩見沢市内から４名でし

たが、うち初めて栗沢中学校からの入学があり、大きな学校に馴染めない

生徒や勉強の苦手な生徒などの受け皿としての役割が大きいことを強く

認識しています。 

    月形高校の存続は、地域の活性化のためにも重要な課題であり、引き続
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き特色ある学校づくりを支援するとともに、生徒募集活動の強化に取り組

んでまいります。 

    また、令和２年度から実施している町外の学校に在籍する高校生に対し

ても、各種模擬試験や検定試験の受験料の一部助成を行い活用が図られて

います。 

 

 ２ 社会教育活動の充 実  

 （１）青少年健全育成の推進 

    子どもたちの多様な体験活動を後押しする「アフタースクール事業」は、

ミニバレーボール、キンボール、モルック、工作づくり、卓球、ニュース

ポーツや月形音頭など１５回開催し、延べ３６８名の児童の参加がありま

した。特に「月形音頭を踊る会」や「卓球連盟」の協力により指導いただ

きました。令和６年度も子どもたちのニーズを把握し興味のある活動を計

画していきます。 

    小学４年生を対象にした「子ども会初級リーダー研修会」は１１名の参

加があり、栗山町雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウスで実施しました。

集団での宿泊生活や野外炊飯、ナイトハイクなど自然体験プログラムを通

して協調性・社会性を養うことができました。なお、月形高校から２名の

生徒がボランティアとして参加し、研修をサポートしてくれました。 

    令和５年度は初めての試みとして中学１年生を対象に「中学生リーダー

研修」を実施し、１４名の参加がありました。きのとや、Ａｍａｚｏｎジ

ャパン、サツドラホールディングスなどの企業訪問やエスコンフィールド

の見学、札幌市青少年山の家での宿泊など、貴重な体験を通して視野を広

げ、自分の未来や仕事を選択できる大人を目指す目的の活動が実施できま

した。 

    子ども会唯一の親睦事業である「ミニバレーボール大会」は４年ぶりに

開催し、小・中学生の部それぞれ４チーム、８４名の参加がありました。 

    各種スポーツ教室は、小学校の運動会に向けて開催する「走り方教室」

に低学年１３名、高学年１３名の児童の参加があり、より速く走るための

腕の振り方や腿上げなど基礎的な指導を受けました。 

    夏期休業中には小学校１・２年生を対象とした「水泳教室」を実施し、

２日間、延べ１８名の参加がありました。 

    「スキー教室」についても小学校低学年を対象として２日間日程で実施

し、延べ４２名の参加がありました。両事業ともスポーツ推進委員、地域

のボランティア、教育委員会職員の指導により実施しました。 
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    バドミントンの愛好者が増えてきたため、これまで実施してきた「バド

ミントン教室」を拡大し、「バドミントンフェスティバル」として参加対

象を一般まで広げ、「北海道コンサドーレ札幌バドミントン部」の選手を

講師に招き指導を受けました。参加者は町内外の幼児から一般まで５７名

の参加があり大いに盛り上がりました。なお、「月形刑務所バドミントン

クラブ」の皆さんにもボランティアとして協力いただきました。 

    小学生対象の「ジュニアダンススクール」は６月から３月まで月１回、

全９回開催し、延べ１２０名（１７名）の児童が参加しました。 

    動画によるコンテストの参加や町制施行７０周年記念式典で発表する

ことができました。 

    令和５年度の「青少年健全育成基金」の活用は、英語検定合格者の海外

語学研修として３件の申請がありました。 

 

 （２）生涯学習の推進 

    「生涯学習講座」は、町民のニーズに応えつつこれまでの成果を基に２

講座それぞれ定員１５名を企画しましたが、１２月のクリスマスリースづ

くりの講座には１４名、３月のアロマオイル・セルフマッサージ講座には

１０名の参加がありました。 

    高齢者教育「ふれあい大学」は予定どおり５月から開校し３８名の学生

で活動しました。令和５年度は専任の指導員を配置することができません

でしたが、教育委員会職員を中心に、感染予防に十分配慮しながら全１０

講座とクラブ活動、近隣市町研修を実施することができました。さらに、

この間自粛してきた学園祭を４年ぶりに開催し、地域別での発表や有志に

よる発表など、学生間の結束を深めました。 

    新しい講座ではオカリナの演奏鑑賞、琴の演奏会とワークショップ、デ

ザイン書道では町民文化祭に出展する作品に取り組むなど、学生の意欲を

高めました。 

    月 形 樺 戸 博 物 館 は 開 館 ５ ０ 周 年 を 迎 え 、記 念 事 業 と し て「 樺 戸

博 物 館 の 歴 史 」 と 題 し 、 中 島 名 誉 館 長 に よ る 記 念 講 演 会 を 開 催 、

定 員 を 大 き く 上 回 る ７ ８ 名 の 参 加 が あ り ま し た 。  

    ま た 、同 じ く 記 念 事 業 と し て 、ツ キ ガ タ ア ー ト ヴ ィ レ ッ ジ と の

共 催 、北 海 道 教 育 大 学 岩 見 沢 校 、月 形 高 校 美 術 部 の 協 力 を 得 て「 ア

ー ト な 世 界 」を 開 催 し 、本 田 明 二 氏 の ご 息 女 近 藤 泉 氏 と 本 田 先 生

と 親 交 の あ っ た 本 郷 新 記 念 札 幌 彫 刻 美 術 館 吉 崎 元 章 館 長 が 講 師

と な り「 彫 刻 家・本 田 明 二 の 世 界 」と 題 し 対 談 形 式 で の 講 演 会 を
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開 催 、 ７ ２ 名 の 参 加 が あ り ま し た 。  

    ま た 、講 演 会 終 了 後 は 体 験 型 講 座 と し て 美 術 家・川 村 え り 先 生

を 講 師 に「 あ な た が つ く る・手 の ひ ら サ イ ズ 彫 刻 」が 開 か れ ２ ０

名 が 参 加 し ま し た 。  

    「月形町二十歳を祝う会」は、２０歳到達学年を対象として１月６日成

人の日に開催しました。出席者は１３名、保護者等１５名、来賓は中学校

時代の恩師など少数に限り、感染対策に配慮しながら予定どおり実施する

ことができました。今年も交流会を中止し式典のみの開催となりました

が、新成人は同級生との再会を喜び旧交を温めました。 

 

 （３）読書活動の推進 

    令和５年度末の図書館蔵書数は２４，７６３冊、貸出し実績は、７，３

３５冊（前年８，１４３冊）、３，１２５人（前年３，３６６人）と前年

を下回りましたが、館内での閲覧者は３，１３０人（前年３，０８５人）

と若干増えています。 

    「読書ノート」の取組は５年目となり、幼児から中学生まで１６名の参

加がありました。年度末には年間１００冊以上の図書を読了した幼児、児

童５名を表彰しました。ノートには３行感想文を記入させることで読解力

を養う効果が発揮されています。 

    「 ブ ッ ク ス タ ー ト 」は 乳 幼 児 健 診 の 際 に １ １ 名 の 幼 児 に ２ 冊 ず

つ 、 ２ ２ 冊 の 絵 本 を 配 付 し 、 同 時 に 「 お は な し じ ゃ ん け ん ぽ ん 」

の 協 力 を 得 て 読 み 聞 か せ を 実 施 し ま し た 。絵 本 の プ レ ゼ ン ト を き

っ か け に 図 書 館 の 利 用 に つ な が っ て い ま す 。  

    移動図書は、図書館の蔵書を学校等で貸出・返却できるよう実施してい

ます。小学校では事業が定着してきており、延べ１３０名に２４４冊の貸

出しを行いました。令和５年度から中学校では各学年の教室に２カ月ごと

に配本して貸し出す方式に変更して実施しました。 

    また、北海道立図書館から本を借用し、きららクラブや学校に配置して

有効活用されています。今後においても読書の普及・啓発に努めてまいり

ます。 

    読書感想文コンクールは小学生２年生以上５９名、中学生２５名、月形

高校生２９名の児童・生徒から応募があり、それぞれ最優秀、優秀作品を

表彰しました。 

    古本市は毎年度当初に利用の少ない図書や雑誌の無償配布を行ってい

ますが、８１名の来場があり、用意した１，００７冊に対し４４５冊の持
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ち帰りがありました。同時に実施した読み聞かせ会も大変好評でした。 

 

 （４）スポーツ活動の推進 

    「つきがた健康づくり・体力づくり推進事業」は、連携協定を結んでい

る北翔大学の協力を得て、町民の健康増進や運動機会の動機づけなどを目

的として体力測定や健康づくり講話、運動教室等を実施していますが、令

和５年度は、６月に実施した体力測定に２３名、７月のヘルシーミーティ

ングに１６名、１１月の「ＧＡＴＡリンピック」は、これまでの「ニュー

スポーツフェスティバル」と統合して、令 和 ５ 年 度 か ら ス ポ ー ツ 協 会

主 催 の 事 業 と し て 実 施 し 、競 技 種 目 を 増 や し て 上 位 者 を 表 彰 す る

な ど 、工 夫 を 凝 ら し て 参 加 者 の 意 欲 を 高 め 、３ ２ 名 の 参 加 が あ り

ま し た 。  

    ま た 、令 和 ６ 年 １ 月 に 開 催 し た「 ゴ ル ポ ッ カ 」に は ３ ５ 名 の 参

加 が あ り ま し た 。  

    夏休み期間中に開催したラジオ体操フェスティバルは、月形地区、札比

内地区それぞれ３日間ずつ行い延べ１７７名の参加がありました。 

    スポーツ協会主催の行政区対抗「ソフトボール大会」は前年を上回る５

行政区６チーム８４名の選手（前年３行政区４チーム）の参加がありまし

た。また、「ミニバレーボール大会」も男子６行政区７チーム、女子３行

政区３チーム（前年男女各３行政区３チーム）が参加しました。４年ぶり

の開催となった「町民歩け歩け大会」（前年は荒天により中止）は７７名

の参加があり、前段にはヘルシーアカデミーによる歩き方講座を開催しま

した。 

    子ども一人一人が運動の楽しさを味わい、運動が好きになるよう４歳児

から小学校３年生を対象に「子ども運動教室」に取り組んでいます。   

令和５年度は毎週水曜日に時間をずらして幼児と小学生を同日の開催と

し、幼児クラスは延べ３９回の開催、延べ２２１名が参加、小学校低学年

クラスは延べ３８回の開催、延べ２５０人の参加があり基礎体力や運動能

力の向上に取り組みました。   

    保健福祉課や社会福祉協議会が実施する健康づくり事業へは、指導す

る職員を派遣し、毎月１回、高齢者や障がいのある方々への運動能力向上

のための取組を支援しました。 

    また、こども園からの依頼により３歳児から５歳児までの幼児を対象に

「からだのじかん」での運動指導を実施しました。 

    総合体育館の利用はこれまでの規制の緩和や自粛していたスポーツ団
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体の定期活動が再開し、トレーニングルームやアリーナの利用が１５，６

５５人（前年１２，２９４人）と大幅に増加しました。また、温水プール

も学校での授業が復活したため、利用者数は全体で９５３人（前年６８６

人）と増加しました。 

    令 和 ４ 年 度 か ら 教 育 委 員 会 に 所 管 替 え と な っ た 野 球 場 、多 目 的

ア リ ー ナ 、パ ー ク ゴ ル フ 場 は ㈱ 月 形 町 振 興 公 社 に 業 務 を 委 託 し 良

好 な 管 理 運 営 に 努 め て い ま す 。  

    各 種 ス ポ ー ツ 全 国 大 会 へ の 助 成 は 空 手 、剣 道 、ダ ン ス ３ 件 に つ

い て 申 請 が あ り 社 会 体 育 振 興 補 助 基 準 に 基 づ き 交 付 し ま し た 。  

 

 （５）文化・芸術活動の推進 

    「芸術鑑賞事業」は例年、幼児、小学生、中・高校生、一般の部に分け、

演劇や音楽、古典芸能等の公演を実施していますが、幼児の部は劇団風の

子北海道による演劇「おひさまおはよう」を、小学生は「栗コーダーカル

テット」によるリコーダーや鍵盤ハーモニカなど普段子どもたちが授業で

使っている身近な楽器や口琴などの珍しい楽器を使ったコンサートを鑑

賞しました。中・高生は文化庁の「文化芸術による子供育成推進事業」を

活用した「和太鼓グループ彩」による演奏を鑑賞しました。鑑賞会の前に

はワークショップを実施し、実際に和太鼓に触れ、音色や音の響きを体験

しました。 

    一般町民を対象とした芸術鑑賞会は「和太鼓鑑賞会」として、世界各国

で公演を行っている壱太郎氏と登別市を中心に活動している兄妹の奏者

による演奏を鑑賞しました。演奏の途中には月形樺戸太鼓のメンバーとの

特別共演もあり、町内外から１５０名の来場がありました。 

    ９月に実施した札幌市劇団四季劇場での「リトルマーメイド」鑑賞バス

ツアーには１３名の参加がありました。 

    「町民文化祭」は１０月２７日から２９日までの３日間、総合体育館に

おいて開催されました。各学校や団体の皆さんによる作品展示、２８日は

１８団体による芸能発表が行われ、昨年に引き続き新篠津中学校音楽部に

よるマリンバの演奏と月形中学校吹奏楽部の合同演奏、小中学生によるダ

ンス、近隣市町の有志によるピアノやギターの演奏などの発表があり大変

好評でした。 

    来場者は３日間で延べ７８７人（前年４７９人）でした。 

    本田明二ギャラリーは、予定どおり先生の命日の４月２２日にオープン

し、セレモニーには札幌彫刻美術館友の会の皆さんにも多数お越しいただ
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き華を添えていただきました。また、各美術館や自治体へのポスターの配

布などとともに、町内の金融機関３カ所での巡回展示会を開催し、機運を

盛り上げるためのＰＲ活動を行ってまいりました。 

    令和５年度の樺戸博物館の入館者数は全体で１０，５１０人（前年度１

０，３１５人）となり、前年度を約２００人程度上回ることが出来ました。 

    芸術文化振興補助金は小学生の全道・全国ピアノコンクールに出場する

経費７件について補助金を交付しました。 

 

 ３  教 育 委 員 会 の 活 性 化  

   教 育 委 員 会 の 開 催 状 況 は 別 紙 の と お り と な っ て い ま す 。  

   委 員 会 の 開 催 ご と に 町 議 会 に お け る 一 般 質 問 や 委 員 を 派 遣 し て

い る 協 議 会 で の 議 論 の 内 容 な ど を 報 告 し な が ら 情 報 共 有 す る と と

も に 、 委 員 の 共 通 認 識 を 深 め 意 思 統 一 を 図 っ て い ま す 。  

   ま た 、北 海 道 町 村 教 委 連 主 催 の 研 修 会 や 南 空 知 町 教 委 連 の 研 修 会

へ の 参 加 、町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 や 町 教 育 振 興 会 主 催 の 講 演 会 な ど に 参 加

し 、 研 鑽 を 深 め て き ま し た 。  

   学 期 末 に は 小 中 学 校 訪 問 を 実 施 し て 学 校 長 か ら 報 告 を 受 け る な

ど 、学 校 運 営 に つ い て 委 員 の 見 識 を 深 め る と と も に 、児 童・生 徒 や

教 職 員 と の 交 流 が 深 ま る よ う 努 め て き ま し た 。  

   町 の ホ ー ム ペ ー ジ に 「 つ き が た の 教 育 ・ 共 育 ・ 協 育 」 を 掲 載 し 、

こ ど も 園 か ら 高 校 生 ま で の 子 ど も た ち の 頑 張 り 、学 校 で の 様 子 、学

校 行 事 や 社 会 教 育 活 動 な ど 本 町 の 教 育 活 動 を 内 外 に 発 信 し て い ま

す が 、令 和 ５ 年 度 は １ １ ５ 号（ ２ ４ ３ 号 ～ ３ ５ ８ 号 ）を 配 信 す る こ

と が で き ま し た 。  
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Ⅳ 別添資料 

 

 教育委員会会議議案 

回 開催日 議    案    名 

４ R05.07.07 ・ 令和５年度月形町一般会計補正予算（第２号）教育関係予算につ

いて 

・ 臨時代理の報告について（月形町学校給食センター管理規則の

一部を改正する規則の制定について） 

・ 臨時代理の報告について（月形町人づくり振興協議会設置要綱

の一部を改正する告示の制定について） 

・ 臨時代理の報告について（月形町学校給食センター運営委員の

委嘱について） 

・ 臨時代理の報告について（月形町通学路安全対策会議委員の委

嘱について） 

・ 臨時代理の報告について（月形町義務教育学校開校準備委員の

委嘱について） 

・ 臨時代理の報告について（月形町社会教育委員の委嘱について） 

・ 臨時代理の報告について（月形町スポーツ推進委員の委嘱につ

いて） 

・ 町内小中学校在籍児童生徒数（令和５年４月分・５月分・６月

分・７月分）について 

５ R05.08.18 ・ 令和４年度月形町教育行政事務の点検及び評価に関する報告書

について 

・ 令和６年度から使用する教科用図書の採択について 

・ 令和５年度全国学力・学習状況調査結果の公表について 

・ 令和５年度月形町一般会計補正予算（第４号）教育関係予算に

ついて 

・ 臨時代理の報告について（月形町義務教育学校開校準備委員会

設置要綱の一部を改正する告示の制定について） 

・ 臨時代理の報告について（月形町適応指導教室設置要綱の制定

について） 

・ 臨時代理の報告について（月形町人づくり振興協議会設置要綱

の一部を改正する告示の制定について） 

・ 臨時代理の報告について（月形町学校運営協議会委員の任命に

ついて） 

・ 町内小中学校在籍児童生徒数（令和５年８月分）について 

６ R05.11.17 ・ 月形町教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定について 

・ 月形町教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定について 

・ 令和５年度月形町一般会計補正予算（第６号）教育関係予算につ
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いて 

・ 今後の学校給食の在り方について 

・ 臨時代理の報告について（令和５年度月形町一般会計補正予算

（第５号）教育関係予算について） 

・ 臨時代理の報告について（月形町立学校におけるタブレット端

末使用規程の一部を改正する告示の制定について） 

・ 町内小中学校在籍児童生徒数（令和５年９月分・１０月分・１１

月分）について 

１ R06.02.22 ・ 令和５年度月形町一般会計補正予算（第９号）教育関係予算 

について 

・ 令和６年度月形町教育行政執行方針について 

・ 令和６年度月形町一般会計予算（教育関係）について 

・ 月形町義務教育学校基本設計（案）について 

・ 月形町教育委員会教育長の営利企業等への従事について 

・ 臨時代理の報告について（月形町立学校職員服務規程の一部を

改正する訓令の制定について） 

・ 令和５年度月形町一般会計補正予算（第８号）教育関係予算 

について 

・ 町内小中学校在籍児童生徒数（令和５年１２月分・令和６年 

１月分・２月分）について 

２ R06.03.21 ・ 令和６年度当初公立学校教職員人事について 

・ 令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の公表につ

いて 

・ 町内小中学校在籍児童生徒数（令和６年３月分）について 

・ 月形町教育委員会事務局職員の人事異動について 
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